
　このところ「少子化」の進行が話題になって
います。そのことを若者に聞くと「結婚して子
どもが産まれると、教育費が高くついてとても
しんどい。結婚する気にならないので、恋愛も
しない」という答えが返ってきました。若者の
非正規雇用が多いことも問題です。正社員とは
所得格差が大きく、有期雇用も不安材料です。
転々として仕事が辛くなり、働けなくなったり、
ひきこもってしまったりするケースもあります。
　私どもの協会の若者サポートステーションや
子ども・若者支援室には、若者が職業相談や悩
み相談に訪れています。また協会運営の青少年
活動センターで農業体験やカフェサービス、事
務電話の対応練習などで力をつけ、新しい職場
にチャレンジする若者もいます。
　雇用を通して若者の生活を守ることは、将来
にわたる少子化、さらにはそれに関連する高齢
社会の諸問題を解決し、日本全体の活性化につ
ながる大きなポイントだと思います。

京都市ユースサービス協会評議員

 和田 寛治

若者の雇用を最優先

３814
特
集若

者
×
ダ
ン
ス 

〜
若
者
は
な
ぜ
踊
る
の
か
？
〜

高
校
生
が
作
っ
た
ペ
ー
ジ

高
校
生
の
胸
の
内
に
迫
る

ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
い
う
考
え
方
の
コ
ア
は
何
か

〜Ethics

か
ら
考
え
る
〜　
　
　
　
　
　

水
野
篤
夫

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス
事
業

〜
「
性
」「
カ
ラ
ダ
」「
人
を
好
き
に
な
る
こ
と
」
〜

ユ
ー
ス
か
わ
ら
版 

「
中
高
生
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
！
」　

ほ
か

表紙：舞 Style（ダンスサークル）
撮影：安部 健人

イラスト：おおつか なな
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子どもから責任ある大人へと成長する青少年
を支援しています。
家庭、学校、地域社会、職場ほか、青少年が
自主的な活動場面への参加を通じて、社会と
交わり、自身の興味や関心を豊かにし、必要
に応じて、助言、情報、または多様な人的・
物的資源が得られるような機会を提供します。

ユースサービスの理念


